
プロジェクト
「古代技術⇒江戸時代の技術と
調査ガイドブック作成」
チーム内容と成果のご紹介

２０１５．４．１ー２０１７．１２．
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（３年目、完了して本となったプロジェクト）



●本の題名

「江戸時代のハイテク・イノベーター列伝」
Ḙ「明治維新」を創ったエンジニアの探索フィールド・ガイドー

• 「江戸時代の日本技術を旅するガイドブック」人物からさかのぼ
る日本の技術源流に触れてみる

• 高校生にわかるレベル、後世に残る内容・切り口：分担執筆、テ
クノ未来塾の名前を明記する

• 2017年夏原稿完成―冬完成（２０１７年１１月３０日出版）
• 内容イメージ：人物、分野、位置づけ、成果と足跡、実際にみれ
るもの（資料館）ガイド、現代・未来との接点、参考図書など

• 活用：メンバー、テクノ未来塾ＰＲ，セミナー企画など
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江戸のイノベータ群像
と作品など・・
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皆さんはどのくらいの人（取り上げる予定の江戸時
代の技術者）を知ってますか？（生年月日順）

• 角倉以了・素庵（１５５４ʷ１６１
４）

• 吉田光由（１５９８ʷ１６７２）
• 関孝和（１６３９？ʷ１７０８）
• 渋川春海（１６３９ʷ１７１５）
• 大畑才蔵（１６４２ʷ１７２０）
• 青木昆陽（１６９８ʷ１７６９）
• 平賀源内（１７２８ʷ１７７９）
• 杉田玄白（１７３３ʷ１８１７）
• 前野良沢（１７２３ʷ１８０３）
• 伊能忠敬（１７４５ʷ１８１８）
• 浮田幸吉（１７５７ʷ１８４７）
• 橋本宗吉（曇斎）（１７６３ʷ１８
３５））
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• 国友一貫斎（１７７８ʷ１８４０）
• 宇田川榕菴（１７９８ʷ１８４６）
• 田中久重（１７９９ʷ１８８１）
• 江川英龍（太郎左衛門）（１８０１ʷ
１８５６）

• 伊藤圭介（１８０３ʷ１９０１）
• 緒方洪庵（１８１０ʷ１８６３）
• 川本幸民（１８１０ʷ１８７１）
• 鍋島直正（１８１５ʷ１８７１）
• 松浦武四郎（１８１８ʷ１８８８）
• 佐野常民（１８２２ʷ１９０２）
• 大島高任（１８２６ʷ１９０１）
• 小栗上野介（１８２７ʷ１８６８）
• 二宮忠八（１８６６ʷ１９３６）



本サークル活動の概要（当初スタート時点）

１．目的・趣旨：「産業革命以前の日本の古代（固
有）技術革新の歴史、現場、博物館などの探訪調査と
それに基づくガイドブックつくり」
２．活動内容：上記について3年計画で、一緒に調査、
取材、執筆を分担して作成： テクノ未来塾と共著と
して出版する。取材協力や分担執筆してもらう場合に
は 名前を執筆者として明記する。ＰＲと本来の活動
に繋がる（現状では取材費などは一切なし）
３．活動期間：3年；（２０１５．４ʷ２０１８．
３）
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活動期間とアウトプット（当初目標）

•2015年：リストアップ：資料・文献・内容調
査が主体：月１回？のフィールド開始：関東、
関西、中部など

• 2016年：フィールド調査実施主体：月一回
ペース継続（日帰り＋1泊2日など）：東北、
中国・四国、九州などへも展開

• 2017年：調査結果の整理・執筆・補充：数
か所＋βのフィールド調査実施

• 2018年3月：完成予定、上梓
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（調査イメージ）当初⇒1年修了時点（２０１５末）

• まずは首都圏、関西圏の関連技術などの博物館、産業館、見学可能な工場
などで、提示案のテーマ関連で、江戸以前と関わっているかもしれないと
ころをまずはリストアップ。

• 具体的には対象地域の博物館、資料館を第一にリストアップし、そのリ
ストを順次訪問、また近所での遺跡、遺構などあれば積極的に訪問調査を
行う（第一回７月後半候補日）。
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⇒１年目はまったく自由に、地域で展
開。時代も縄文、弥生、平安、室町、
安土桃山・江戸まで広がったが、２年
目は江戸時代と人物別に絞っていく。



２０１５．７－２０１６．３活動録・・（ほぼ月一回；１２回）

• ７月１９日（日）・・・多摩、東京大江戸、両国・・５名
• ７月２６日（日）・・・埼玉、秩父・・・２名
• ８月２２日（土）関東・・・栃木、足尾銅山・・９名
• ９月１３日（日）中部・・・、豊橋地区、高師小僧・・６名
• １０月４日（日）関西・・・滋賀⾧浜、岐阜・・６名
• １０月１７日（土）・・・東京、科博、東芝・・８名
• １１月１４日（土）関東・・・西伊豆・・６名
• １２月６日（日）関西・・・甲賀、信楽・・１０名
• １２月19日（土）東京（品川、旧東海道）＋望年会（東京）・・７
名

• １月２３日（土）関東・・佐原地区・・・・６名
• ２月２７日（土）中部・・Ｂʷ１，Ｂʷ３共催、犬山、岩村、川島
基地など・・・8名

• ３月１９，２０日（土、日）福島・・川内村、炭焼きなど復興支援
をかねて・・・6名
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活動が順調な理由（2年目にはいるときの
途中報告から）

•年間日程決定、オープン参加・・参加は自由、できるだけ
フレキシブルに

•分担提案型活動：年に１回だけは各メンバーが企画担
当を割り振り・・・希望をベースに制限なしで自分で企画
してもらう。

•半自主的活動：報告義務などなし、自由にFBの古代技
術グループに投稿

•おもしろい、知的刺激がある・・・参加メンバーのお陰で
すね！

•⇒今後も同じ方式で、継続予定。
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二年目の活動方針（２０１６．３）
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⇒１年目はまったく自由に、地域で展開。時代も縄文、弥生、平安、室町、織
田・豊臣・江戸まで広がったが、２年目は江戸時代に絞っていく。

⇒⇒⇒２年目は江戸を中心に「人物で絞っていく」ことが案：
江戸時代の科学技術の碩学、イノベーター、発明家、工芸家、
科学者、技術者、職人・・・・昔は分類されていなかった・・
あえていえば本草学者、博物学者、変人、発明家

具体論案：各メンバーが、参考人物リストをベースに１ʷ２名
の分担を提案し調査、企画、訪問、執筆、とりまとめを行
う・・・２０名程度の江戸時代の科学・技術者の調査ガイド
ブックができる・・・全国にわたる可能性。

ほかのプロジェクト、サークル活動とコラボレーションを志向、
試行



（参考）サークル活動の基本ポリシー

•年間日程決定、オープン参加・・参加は自由、できるだ
けフレキシブルに

•分担提案型活動：年に１回だけは各メンバーが企画担当
を割り振り・・・希望をベースに制限なしで自分で企画
してもらう。

•半自主的活動：報告義務などなし、自由にFBの古代技
術グループに投稿

•おもしろい、知的刺激がある・・・参加メンバーのお陰
ですね！

•２年目から、自主申告での分担執筆・・・各１-２名分
担を期待・・・１５-２０名の人物像をベースに

•⇒今後も同じ方式で、継続予定。
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２０１６．４－２０１７．３の月別調査例会の日程

• ・４月２３日（土）東京地区：平賀源内の江戸、4名参加
•（５月は熱海での未来自主ゼミ（２１，２２日）にて今年 度
計画発表）

• ・６月４日（土）５日（日）九州・佐賀地区：鍋島藩 関係
の技術・遺跡調査・・4名参加

•・７月１０日（日）関東・静岡地区・・・杉田玄白：６名
•・９月２５日（日）関西地区・・・関西蘭学の流れを訪ね
て：４名

•・１０月２３日（日）関東地区・・・佐倉地区：３名
•・１１月１９日（土）関東地区・・・千葉・東京地区：４名
•・１２月４日（日）関西・中部地区・・・紀州地区：４名
•・１２月２３日（金、祝日）東京・・・・編集会議：１１名
•・１月１４日（土）１５日（日）・・・中国・四国地区：３
名

•・２月１２日（日）関東地区・・・・伊豆関係：４名
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●期待成果物：ガイドブックの発行イメージ
（2017.1時点にようやく固まる）

•「江戸時代の日本技術を旅するガイドブック」人物からさか
のぼる日本の技術源流に触れてみる

•高校生にわかるレベル、後世に残る内容・切り口：分担執筆、
テクノ未来塾の名前を明記する

• 2017年夏原稿完成―冬出版（２０１７年１２月）
•内容イメージ：人物、分野、位置づけ、成果と足跡、実際に
みれるもの（資料館）ガイド、現代・未来との接点、参考図
書など

•活用：事業収入、メンバー、テクノ未来塾ＰＲ，セミナー企
画など

•本の仮題名「「江戸時代のイノベーター技術者たちの探索ガ
イド」Üエンジニアが創った明治維新の源流を巡るー、２０
１７．１２出版予定（２１０P、B５版）

⇒任意サークルから公式プロジェク
トへ
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２０１７年４月からの追加調査（日程）

•4月８日(土)東京地区追加 調査＋編集会
議

•5月２７日(土)２８日(日)京都・福井小浜
調査

•6月３日(土)、４日(日)⾧崎方面追加調査
•７月１６日(日)、１７日(月)岩手、東北
地区調査：７名参加

•８月以降は執筆に集中、１２月までで終
了
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本プロジェクトでわかってきたことの仮説
（案）

•日本の科学技術の特徴（世界のほかの国に対して）は、
いろいろとあるがその多くは、日本の地勢・風土の自
然条件から説明できる。

•日本固有の発展技術（和学）＋大陸（漢学）＋欧米
（蘭学⇒洋学）が融合している。それには２回の鎖国
が起因となっている。

•技術の特徴の多くは、融合によりイノベーション（プ
ロセス、プロダクト）の発生や社会ニーズの展開に合
致したものである。

•各分野の技術者が一緒に過去の蓄積（歴史資料）を見
ることで議論と発想が多面的に広がり、本質に近づけ
ることが判明⇒イノベーションの原点！？
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（付録） 和（わ）とは？

•和（日本）・・大和（やまと）
•漢（中国）・・唐、宋
•洋（西洋）・・南蛮、蘭、英、
米、仏、露、独・・・

•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•和風：和式・・、和語、和文、和歌、和服、和食、和風旅館
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日本の鎖国の歴史

•１次：平安時代：９世紀ー１２世紀（794年
– 1185年 ）ʷʷ和歌・書道・日本刀・大和
絵・彫刻、寝殿造り・お琴・着物・ひらが
な・・・

•２次：江戸時代：１７世紀―１９世紀（２１
５年間：１６３９ʷ１８５４）ʷʷ歌舞伎・
落語・浮世絵・花火・振袖・浴衣、おそば・
天ぷら・俳句・寿司・納豆・・・
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江戸時代の技術者を、領域別・年代
別に４分類してみた

＜土木・建築系、数学系、天文・暦・
地理系＞
＜生物系、本草学、植物系、医学系＞
＜物理系、機械・からくり系、電気系
＞
＜化学系、製鉄、鉱物冶金系＞
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今後の展開：２０１８事業化企画
（案）アイデア募集と実行委員募集

•完成本をもとにセミナーの開催：3－4回（参加費＋書
籍の販売（２０％手数料）、資料の展示など、議論）

•分野別と年代別、テーマ別（地域）など

•講師経験と公開議論：その分野の専門家を呼んでブラ
シュアップ

•仲間（テクノ未来塾、仲間、後継者（若手））つくりと次
のテーマの発掘

•その他：学校、企業への出前授業、ほかのプロジェクト、
サークルとのコラボレーション
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総論：江戸時代の科学技術

■江戸時代の学者とは：１８世紀の日本の科学技術水準は今か
らみるとおおざっぱで総合的なものだった！？
■世界の時代背景（１７ʷ１８世紀）；産業革命と米国独立の
時代
■科学者と技術者の違いとは
■本書で取り上げる技術領域（仮分類）と技術者たち
■江戸時代中期の医者、医学、薬学とは
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■江戸時代の学者とは：

• １８世紀の日本の科学技術水準は今からみるとおおざっぱで総合
的なものだった！？

• 1700年代の（江戸時代では、いわゆる学者の分類としては、自
然科学系では本草学者（＝博物学者）という程度だったようで
す。これは西洋でも事情は同様で一般には博物学者といってい
ました。もちろんいまどきの分類である科学者や技術者の違い、
化学と物理の違い、ましてや機械、電気、冶金などの違いなど
は明確に区分けされていませんでした。

• 漢学や蘭学（洋学）の伝来を通じて、日本における科学技術は
大きく進展するわけですが、注目すべきは伝えられた内容が今
でいう技術移転のイメージではないことです。当時はアナログ
の時代、伝えられたものとは、ごく断片的な図や一部の文章
だったこと、それが却って日本独自の科学技術の発展を促し、
一部では西洋を追い越すところに至ったとも考えられます。
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■世界の時代背景（１７－１８世紀）；

• 産業革命と米国独立の時代
• 江戸時代中期ほぼ同時期には蒸気機関が製作（1690年ごろ）され、
産業革命が始まります。その後ワットらが改良を加え、18世紀後半
（１７６９年）には現実の動力として各方面で使われるのです。

• まさに当時のエネルギー革命,染料や肥料の改良研究から化学が起こ
りはじめ、力学や理学などのいわゆる基礎科学もようやく分化しなが
ら体系化されていくのです。

• 一方では科学の進歩は武器（銃火器）の進歩につながり、米国の南北
戦争、独立戦争などに影響を与えていく時代となります。アジアでは
産業革命の成果を基にした帝国主義の支配体制、イギリスの東インド
会社による支配がなされています。

• このようななかで、西洋の世界地図上は極東に存在する日本は地政
学上、自立できる国であったためもあり、和学と漢学、洋学との統合
化、融合化をすすめることが出来たと考えられます。
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■科学者と技術者の違いとは

• 取り上げた人々はイノベーター技術者と総称させていただきます。そ
れは、江戸時代には、いまでいう科学者と技術者の区別はとくになく、
それぞれ先駆的な分野を切り開き、なをかつ世の中の役立つ成果を明
確にだしているからです。彼らの多くは、基礎力としての技術力を充
分にもち、そのメカニズムや原理を理解しながら、独自にまたはリ
バース・エンジニアリングをきわめてうまく使って成し遂げた優れた
発明家であり、技術者だったといえます。

• 例えば物品は工夫が重ねられている優れもので、まさに発明だったと
いえます。最近のデジタルデータの丸写しではできないアナログの時
代のリバース・エンジニアリングは、本物よりも劣った能力のエンジ
ニアの技術ではできないものと思われ今の時代のリバース・エンジニ
アリングとは全く別物といえそうです。

• このように見ていくと、江戸時代の科学技術の蓄積なくして明治維新
も、その後の日本の発展もなかったのでしょう。日本は産業革命には
遅れましたが各種の蓄積はできていた上の文明開化、殖産興業、富国
強兵などだったといってもよいでしょう。
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■本書で取り上げる技術領域（仮分類）と技
術者たち

•本書では江戸時代の技術者の専門分野を（１）土木、
建築系、数学系、天文、暦、地理系、（２）生物系、
本草学、植物系、医学系、（３）物理系、機械・から
くり系、電気系、（４）化学系、製鉄、鉱物冶金、造
船系の４つに分類しています。

•すでに述べたようにこの時代の専門分野というのは確
立していませんので、ここで分類すること自体に無理
があるのですが、あえて現代の読者の関心を得られる
ように分類しました。その総括表を表１として示して
あります。

•本書はその分野別、生年月日別に年代順に並べてみた
ものです。江戸の技術者の発見とそれぞれの分野の広
がりイメージの指標となれば幸いです。
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■江戸時代中期の医者、医学、薬学とは

• 江戸時代の医者は現代のような免許制度がなく、医術の心得レ
ベルによらず医者になろうと思えば誰でもなることができたと
いわれます。それだけ医術が信頼されていなかった裏返しでも
あり、当時の戯作において、痛烈に医者を皮肉っている例もあ
ります。

• とはいえ、当時の医者の水準は西洋に比べると、薬の処方な
どの分野ではさほど大差はなかった（解剖学の分野以外では西
洋と同じようなレベル）とも言われています。いわゆる伝染病
などには病原菌が特定されていなかたので、西洋だろうが東洋
医学だろうが無力だったとおもわれます。

• また、洋の東西を問わず、祟りのような宗教的なものが原因と
考える迷信も残り、病気祈祷のための神頼みや厄払い、御札を
用いる習慣もあったのでしょう。このため現実の医術の内容は
対処療法で、その主体は薬の調合と処方でした。まさにその源
泉は薬草や鉱物の知識の本草学につながるわけです。

2019/6/11 25



ありがとうございました

• プロジェクトのメンバー、支えていただいた事務局、塾
生・会員の方々、ありがとうございました。

• 今後もご協力をよろしくお願いします。
• 何でもご意見、アドバイスいただければ幸いです。
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